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心因性不登校および発達障害のある生徒の指導 
－共に悩み 共に微笑んで 生きる－ 

 

                      上 戸 綾 子（長崎玉成高等学校）   

 

 

はじめに 

創立 121 年目を迎えた本校は、長きに渡り実業系私立高校として長崎県教育界の一役を担ってきた。ま

た以前より「心因性不登校や発達障害の傾向がみられる生徒」をお預かりし、一人ひとりに肌理細やかな

指導を行ってきた。これらの活動を基に、2009 年度より長崎県内初の「心因性不登校および発達障害の傾

向がみられる生徒」を対象とした特化型クラス「共育コース」を設置(定数20名１クラス)。５年目を迎え

た。少子化傾向の長崎県内において、この「共育コース」の入試倍率は高く、小・中学校の教師・保護者

からの要望も多いことから、2014年２月５日の長崎県私立学校審議会にて定数増が承認された。2015年度

より「定数 20 名２クラス」にて募集を行うこととなった。まさに、「選ばれる学校」になっている。しか

しながら、入学後の学校生活の安定そして卒業後の進路実現の実績がないことには今後加速する厳しい生

徒減の時代に対応することはできない。この教育の基本ともいうべき分野について、日々生徒と共にあり

ながら研究実践を行った。 

 

１．研究の内容および目的  

（１） 心因性不登校の生徒の回復を目指す研究：小中学校時代、長期間不登校であった生徒の自

己否定感はとても強い。カウンセリング力・アプローチ法・学力補充法について研究を行

い本校職員にも伝えたい。 

（２） 発達障害における特性理解・指導方法の研究：生来の発達の偏りから生徒は 

小中学校時代に「からかいやいじめ」を体験してきている。また、教師の指導も従来の全

体指導中心の傾向が見られ、障害に対する客観的認識が不十分である。さらにこの障害は

大変多面的であり「一人ひとりの特性について正しい理解」が不可欠である。その上での、

利用しやすく効果のある指導方法の研究を行い、本校職員への啓発およびスキルアップを

図りたい。 

 

２．具体的取り組み  

（１） 実態把握（アセスメント）：研究を進めていく上で、一人ひとりの実態把握を 

行うことはとても重要である。そこで全職員協力のもと、次の取り組みを行った。 

① 「個人ファイル作成および情報の共有可」：12 月の段階で保護者より出され        

た「受験相談アンケート」をもとに、２月入学手続き完了後から連絡を行い３月２日より

「入学前親子面談」を行った。この段階で保護者の思い、生育歴を把握。同時に生徒に向

けて「全日制高校で学ぶポイント」について笑顔で説明。「過去は問わない。新しいチャ

レンジですよ。安心していらっしゃい。」と伝え、新担任も紹介。最後に教頭先生からも

語りかけていただき、本人も今の思いを述べて面談終了。その後３月３週目に出身中学校
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を訪問。中３年次の担任からアドバイスを頂く。この２つの面談は、それぞれマニュアル

化した記録用紙に「個人ファイル」として記入→保存。授業担当者等がいつでも確認でき

る状態にて担任保管。 

② 「ｈｙｐｅｒ―ＱＵ」(図書文化社)を４・12月に実施。比較検証。 

③ 全職員による「チェックリスト(長崎県教委)」による全校生徒を対象としたアセスメント

を実施。→「個別の教育支援計画」作成。 

（２） 基礎力養成講座「ベーシック」の実施：週に国・数・英３時間。 

伸び率検証  （表１） 

（３） 社会性養成講座： １・２年「ＳＳＴ」  ３年「ＬＳＴ」 

（４） 生活力養成講座： １年「ハウスワーク」２時間 

 ２年「職業訓練：ＰＣ検定・玉成ベーカリー社」 各２時間 

        ３年「職業訓練：玉成べーカリ－社」２時間  「玉成ＯＡワーク社」 

「社会人入門講座：電卓検定」 ２時間 

（５） 職員に向けた発達障害・カウンセリング技法に関する啓発活動。 

① 全職員研修 「カウンセリング技法について」  平成25年５月８日（水） 

 講師 長崎大学大学院教育学研究科 准教授 内野成美 氏 

面接の基本・話し方聞き方の実際などについて職員の質問に答える形式で実施。内野氏か

らはアセスメントの大切さについて「どういう風に成長することが実現可能なのか、見通

しを丁寧に行うことが大切。」と話された。有意義な時間であった。 

② 職員向け「特別支援教育通信」を毎月発行。  表２「木漏れ日通信」 

③ スクールカウンセラー３名および長崎大学大学院・長崎大学病院・長崎県発達障害者支援

センター・長崎公共職業安定所・長崎障害者職業センター・長崎県立鶴南特別支援学校と

の「事例検討会」開催等の連携を行った。 

④ ケース会議：必要に応じて、担任・授業担当者・養護教諭・教務主任・教頭 

と参加者を増やして、一人ひとりの検討会を数多く行った。 

⑤ 生徒および保護者との面談：この点にもっとも力を入れた。 

ア、 新入生の中から、70 日以上欠席者を抽出。加えて共育コース全員の入学前親子面談

を実施。(実施率：新入生の25％) 

イ、 ３日連続欠席者の親子面談。 

ウ、共育コース２・３年生の進路に関する親子面談。 

エ、保護者からのご希望。 

オ、生徒との10分間面談。   ＊保護者面談数 延べ約120名。 

 

３．結果・考察  

   （１）「ｈｙｐｅｒ―ＱＵ」２回の結果の比較から見えてくるもの。 

       検査結果からは、クラス内が２極化した課題が多いクラスであることがわかる。しかしな

がら２回目の結果に着目すると４月に「学級生活不満足郡」であった６名が「満足郡」に

変化している。 

（２） 心因性不登校であった生徒の共通点は①人間関係につまづき人の目が気になり不安感が強

いこと。②ＨＲ教室での授業を受けていないため、義務教育段階の学習が未修得。という
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２点が挙げられる。本校において回復した生徒たちに話を聞くと、Ａさん「中学校は６日

間登校したのみ。卒業式も校長室だった。家で毎日勉強していた。あの頃はどうしてあん

なに人の目を気にしていたんだろう。自分が思うほど人は私のことを気にしていないのに。」 

Ｂさん「小学校１年の時から休みがちだった。高校を卒業する今だから言えることがある。

玉成に入ってくる人たちに伝えたい。何かあったら玉成の先生に話して。きっと聞いてく

れるから！」 中学校時代にリストカットと嘔吐を繰り返していたＣさん「中学校時代は

友達に気を使いすぎて疲れた。」…３人とも学年が上がる毎に元気になり、進学・就職とそ

れぞれの道を決めた。 

今年度「保健室・別室登校」は０名であった。 

（３） 発達障害の生徒は、認知面の特徴・コミュニケーションの苦手さ等日々の生活に困難を抱

いている。打開策としては、①私たち教師が、『もしも我が子であったなら・・・』という

気持ちでまず、あるがままの生徒を丸ごと受け止めることである。②生徒自身に自分の特

徴・得意・不得意について気付かせる面談・職業適性検査・職業訓練等を根気強く続ける

こと。③保護者の我が子理解を、客観的データや日々の記録などを示した面談などを複数

回行い、親亡き後の我が子の自立に向けて共に話し合うことである。④担任一人が抱え込

み悩むのではなく、「共に支えあう教師集団」として機能することである。 

（４） 「ＳＳＴ」「ＬＳＴ」の授業は コミュニケーション力の養成・さまざまな価値観・考え方

を知るという観点から、大変有効である。今後も続けたい。 

 

４．まとめ及び今後の課題 

（１） 心因性不登校の中でも医療機関での治療を優先すべき状況の生徒が少数みられる。もっと

初期の段階で改善できないものか、今後中学校との連携を深める必要がある。 

（２） 「発達障害」という概念に教育界が注目するようになってまだ10年弱である。 

日ごと研究は進んでいる。この障害に関する正しい理解と人権教育・道徳教育の徹底が課

題である。   

 

おわりに 

      今回の取り組みは、とても地味で結果が目に見えにくい分野である。しかしながらこれらの生徒の教育

に関する研究をおこなうことは「教師の使命」と考える。私自身も「特別支援教育教員免許」および学会

連携資格「特別支援教育士」の資格を取得した。現在、生徒理解において大変役立っている。 

さらに一人ひとりのニーズに応じた指導を行うために、時間はかかるが顔と顔を合わせ、共に悩み共に

微笑みながら生きることを今後も続けたい。 
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表１ H25ベーシック国語伸び率 3-2共育コース 

 


